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 独創性ということがよく議論される。「研究は独創的でなくてはならない」「わが国では独創的
研究が少ない」といったように．筆者もわが国で独創的な研究がより多くなされ，ノーベル賞の1
つや2つは時々日本人がもらってくれることを切望している一人である．が忘れてはならないこと
がある．

 まず，独創的であるためには，すでにあるもの，すでになされたものよりも優れていなければな
らない．勝っていなければならない．
 また，独創的な研究が生れるためには，いろいろな背景が，條件が必要である．多様性を尊ぶ社
会でなくてはならない．失敗を恐れない研究者でなくてはならず，その失敗を容す環境でなくては
ならない．何よりも，寝食を忘れて全エネルギーを研究に傾注する気力と体力を有する多くの研究
者がいなければならない．これらのことは当然と言ってしまえぽそれまでだが，実は大変なことで
ある．

 真の独創的研究は，ちょっとやそっとでは出来ないことを認識するのも，よりよい研究を行う上
で必要であろう．
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紀要編集部宛．外国は送料とも年間25ドルです．

3．入会は氏名（フリガナ），住所（雑誌郵送先），勤務先をご記入のうえ編集部あて，はがきにて

 お申し込みください．

  投稿内規（1969年1月改正）
1．原稿の種類は綜説，原著，臨床報告，その他，和文または英文とします．

2．原稿の長さは制限しませんが簡潔に願います．
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和文原翻を別につけてください．稿訳の実費は申し受けます．

4．英文原稿の場合esタイプでダブルズペース打とし，和文表題と和文抄録をつけてください．

5．数字はすべて算用数字を使用し，数量の単位はm，cm， mm， cc， m1， kg， g， mg，℃，μ，％，

PHなどを使用し．は不要です．またBDN IVP NPN PSP TURなども．を要しません．
6．表，図，写真などはすべて別紙とし，説明は和文，英文を問わずTable 1， Fig．2等として
 ください．

7．文献の書式は次のようにし七ください．

 A 雑誌の場合 著者名：旧名，巻数：世数西暦年次， （論文題名は自由です）
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9．原稿は返却いたします．

10。原稿到達日を受付日とし，予約による受付はいたしません．
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